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１．緒言

　総務省の家計調査（調査対象は全国9000世帯、その中の２人以上の世帯の購入量）によると、日本の
牛乳の2002年の平均消費量は１日１人あたり106㎖であった１）。また総務省の家計調査による2009年の
１世帯あたり牛乳消費量は全国平均が87.34ℓ（１日１人平均は概略106㎖：筆者らの推定値）、全国１位
は埼玉県で105.87ℓ（１日１人129㎖：筆者らの推定値）、全国２位は奈良県で105.14ℓ、新潟県は14位
で92.07ℓ（１日１人112㎖：筆者らの推定値）であった。牛乳消費量と、パンおよびジャムの消費量と
の間にはわずかな相関が認められており、牛乳消費は洋食系の食生活との関連が高いと推察できる。現
在では、ほとんどの小中学校の学校給食で牛乳が提供されており、中学生までは形態は種々であっても
牛乳飲用の習慣があると考えられる。しかし高校生になると牛乳離れが進む傾向になると指摘されてお
り、青年期では牛乳摂取量は少なくなっている。
　2007年から毎年１回、筆者らは本学短期大学部女子大学生（以下学生と記載する）と本学公開講座に
参加した牛乳・乳製品に関心のある主婦を対象として、１週間に摂取する牛乳・乳製品の回数の調査を
行ってきた２,３,４,５）。その結果、牛乳・乳製品の消費動向では、一般消費者より学生の摂取回数は全体的
に低かったが、青年期特有の消費傾向を反映していると考えられた。主婦は40～50歳代までは牛乳の摂
取回数がヨーグルトなどより多いが、60歳代以上では逆にヨーグルトなどの摂取回数が牛乳より多い傾
向を示しており、牛乳乳製品の消費傾向には年代別に違いがあると推定された。また１週間にチーズを
食べる回数は学生（0.9回）より20～40歳代の主婦の方が多い（2.3～3.2回）が、60歳代以上でも2.0回食
べていた。60歳代以上で牛乳の摂取回数が減り、ヨーグルトまたはチーズの摂取回数が増える傾向には
嚥下機能や乳糖不耐との関連も考えられる。消費者の年代別に牛乳・ヨーグルト・チーズの消費量とそ
れぞれの摂取する種類を把握することは、今後急速に進む高齢化社会における食生活改善および食生活
指導などに対する重要な示唆になると思われる。
　そこで本研究では、牛乳、ヨーグルト・チーズの摂取量が低くなる年代にあたる大学生の消費動向に
ついて以前の研究より詳しく調査した。すなわち新潟青陵大学短期大学部女子大学生（19～20歳）を対
象として、１週間あたりの摂取回数と摂取量およびそれぞれの摂取する種類について調べた。
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２．材料および方法

１）アンケート調査

　牛乳・ヨーグルト・チーズについて、学生が１週間に摂取する回数と摂取する量、およびそれぞれの
摂取する種類をアンケート調査した。参加者には調査方法、および回答の有無は自由で成績評価などに
は影響しない旨を説明し、個人情報が特定されないように無記名による回答を集めた。アンケート調査
は３回で、平成23年８月、11月および平成24年１月に実施した。

２）アンケート調査の項目

　①　牛乳・ヨーグルト・チーズの摂取回数
　飲まない（０回）から最大は21回以上（１日３回として７日間）として、摂取回数の中で該当す
るものに〇を付ける。

　②　牛乳の摂取量
　コップに半分（100㎖）、コップ７分目（150㎖）、コップ１杯（200㎖）、コップ１杯半（300㎖）、
コップ２杯（400㎖）、500㎖容パック１ケ分（500㎖）を目安にして、該当するものに〇を付ける。

　③　牛乳の種類
　牛乳（成分無調整牛乳）、牛乳（成分調整牛乳）、低温殺菌牛乳、濃厚牛乳（加工乳）、カルシウ
ムやビタミンなどを添加した牛乳（乳飲料）、低脂肪牛乳、無脂肪牛乳の種類を提示して、該当す
るものに〇を付ける。

　④　ヨーグルトの摂取量
　小さいカップ１ケ分（90㎖）、中ぐらいのカップ１ケ分（200㎖）、大きいカップ半分（250㎖）、
大きいカップ１ケ分（500㎖）を目安にして、該当するものに〇を付ける。

　⑤　ヨーグルトの種類
　固い（ハード系）ヨーグルト（ゼラチンや甘味料などを含む）、軟らかい（プレーン）ヨーグル
ト（酸味の強いもの）、酸味が弱い（プロバイオティック）ヨーグルト（お腹に良いなどと書いて
ある）、飲むヨーグルトの種類を提示して、該当するものに〇を付ける。

　⑥　チーズの摂取量
　市販の６Ｐチーズ半分（約９g）、６Ｐチーズ１ケ分（約18g）、６Ｐチーズ１ケ半分（約27g）、
６Ｐチーズ２ケ分（約36g）、その他（     g）を目安にして、該当するものに〇を付ける。

　⑦　チーズの種類
　プロセスチーズ、国産の軟質チーズ（カマンベールチーズ、ブルーチーズなど）、国産のモッツ
アレラチーズなど、国産のハード系チーズ（ゴーダチーズ、チェダーチーズなど）、輸入の軟質
チーズ、輸入のハード系チーズ（ピザにのっているパルメザンチーズなどを含む）の種類を提示し
て、該当するものに〇を付ける。

３）統計処理

　SASを基本としたエクセル統計プログラムを用いた。
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３．結果および考察

１）牛乳・ヨーグルト・チーズの摂取回数

　学生が牛乳・ヨーグルト・チーズを食べる１週間あたりの回数は表１に示した。１週間の調査期間に
おいて、牛乳を飲まない人は７～８人（15～17％）で１回未満は７～９人（15～20％）、ヨーグルトを
食べない人は９～14人（20～30％）で１回未満は２～４人（４～９％）、チーズを食べない人は５～８
人（11～17％）で１回未満は１～２人（２～４％）であった。このように摂取しない人の比率が高かっ
たので、１週間に１回未満しか摂取しない人の比率を合わせて、それぞれの動向を図１～３に示した。

表１　牛乳・ヨーグルト・チーズを１週間で摂取する回数あたりの人数

牛　　乳 ヨーグルト チーズ
 回　数 ８月 11月 １月 ８月 11月 １月 ８月 11月 １月
 飲まない 7 8 7 9 9 14 5 7 8
 １回未満 7 9 8 4 2 3 1 2 2
 １回 5 5 5 8 11 8 14 11 12
 ２回 10 6 8 7 7 7 10 10 9
 ３回 2 3 4 7 4 3 6 10 7
 ４回 2 1 1 2 3 3 4 1 4
 ５回 4 4 4 3 3 2 3 5 3
 ６回 1 1 1 0 2 2 0 0 0
 ７回 4 6 5 6 5 3 2 0 1
 ８回 0 0 0 0 0 1 0 0 0
 ９回 1 0 1 0 0 0 0 0 0
 10回 1 2 1 0 0 0 0 0 0
 14回 2 1 1 0 0 0 1 0 0

図１　牛乳を飲まないか１週間に１回未満しか
飲まない人の比率　　　　　　　
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図３　チーズを食べないか１週間に１回未満しか
食べない人の比率　　　　　　　　
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図２　ヨーグルトを食べないか１週間に１回未満しか
　　食べない人の比率　　　　　　　　　　　　
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牛乳をほとんど摂取しない人の比率は30～37％、ヨーグルトでは24～37％、チーズでは13～22％であっ
た。牛乳とヨーグルトを摂取しない人はほぼ３人に１人、チーズでは５人に１人が食べていないことに
なる。牛乳・ヨーグルト・チーズを１週間あたり１回未満しか摂取しない人は、飲みたくなった時また
は食べたくなった時に摂取するだけという感覚の食行動になっていると推察される。
　牛乳・ヨーグルト・チーズの１週間あたりの摂取回数の全体平均と、１回以上摂取する人の摂取回数
および摂取量の平均値と標準偏差（以下SDと記載する）を表２に示した。摂取回数の動向は図４に示
した。３回の調査期間における摂取回数の全体平均は、牛乳が3.0回（2.9～3.1回、SD 3.2～3.3回）、ヨー
グルトは2.3回（2.1～2.4回、SD 2.3回）、チーズは2.1回（2.0～2.4回、SD 1.5～2.5回）であった。１週間に
１回以上摂取する人の摂取回数は、牛乳が4.2～4.6回（SD 3.1～3.5回）、ヨーグルトは3.2～3.3回（SD 2.1
～2.2回）、チーズは2.4～2.8回（SD 1.4～2.4回）であった。３回の調査期間を通じて牛乳を全く飲まな
かった人は４人（8.7％）、ヨーグルトをまったく食べなかった人は７人（15.2％）、チーズを食べなかっ
た人は３人（6.5％）であった。また３回の調査期間に牛乳だけしか飲まなかった人は１人、ヨーグルト
だけを食べた人は１人、チーズだけを食べた人は２人であったが、牛乳・ヨーグルト・チーズをまったく
摂取しなかった人はいなかった。以前の調査では、学生の摂取回数は牛乳が3.4回で飲まない人26％２）、
1.9～2.5回３,４,５）などで、ヨーグルトは1.6回で食べない人（16％）と１週間に１回未満の人（26％）が

表２　牛乳・ヨーグルト・チーズの１週間あたりの摂取回数の全体平均、
　　　　　１週間に１回以上摂取する人の摂取回数およびその１回あたりの摂取量

１週間あたりの摂取
回数の全体平均種類 調査月

８月
11月
１月

３回の平均

3.1 ± 3.5（回）
3.0 ± 3.3
2.9 ± 3.2
3.0 ± 3.3

4.4 ± 3.5（回）
4.6 ± 3.1
4.2 ± 3.1
4.4 ± 3.3

162.5 ± 42.1（㎖）
163.8 ± 72.9
174.2 ± 72.9
167.2 ± 53.4

摂取回数 摂取量
１週間に１回以上摂取する人

牛乳

８月
11月
１月

３回の平均

2.4 ± 2.3（回）
2.4 ± 2.3
2.1 ± 2.3
2.3 ± 2.3

3.3 ± 2.1（回）
3.2 ± 2.2
3.2 ± 2.2
3.2 ± 2.2

138.2 ± 57.6（㎖）
150.9 ± 61.5
154.1 ± 60.2
147.5 ± 59.6

ヨーグルト

８月
11月
１月

３回の平均

2.4 ± 2.5（回）
2.0 ± 1.5
2.0 ± 1.7
2.1 ± 1.9

2.8 ± 2.4（回）
2.4 ± 1.4
2.5 ± 1.5
2.6 ± 1.8

15.1 ± 5.5（ｇ）
15.3 ± 6.0
13.8 ± 5.8
14.7 ± 5.8

チーズ

図４　牛乳・ヨーグルト・チーズを１週間に１回以上摂取する人の平均摂取回数と標準偏差
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42％３）、および1.0～2.5回４,５）であり、チーズは1.4回で食べない人（16％）と１週間に１回未満の人
（25％）が41％４）などであった。これらと今回の摂取回数の全体平均（表２）を比較すると、牛乳と
ヨーグルトは摂取回数と摂取しないか１週間に１回未満の人の比率はほぼ同じで、チーズは摂取回数が
増えて、食べないか１週間に１回未満の人の比率は少なかった。調査期間の全体を通じて、１人あたり
で１週間に牛乳・ヨーグルト・チーズのいずれかを摂取した回数は7.4±5.0回であった。単純な計算で
は、１人が１日あたり牛乳・ヨーグルト・チーズの何か１品を摂取していることになるが、標準偏差が
非常に大きい（図４）ので、実際の食行動には大きな個人差が存在している。

２）牛乳・ヨーグルト・チーズの摂取量

　牛乳・ヨーグルト・チーズを、それぞれ１週間に１回以上摂取する人の平均摂取量を図５に示した。
牛乳は162.5～174.2㎖（SD 42.1～72.9㎖）、ヨーグルトは138.2～154.1㎖（SD 57.6～61.5㎖）、チーズは13.8
～15.3g（SD 5.5～6.0g）であった（表２）。摂取量の場合も標準偏差が大きく、個人差が大きいことが
認められた。チーズの摂取量は以前の調査で16gであったが４）、今回の結果もほぼ同じであった。牛
乳・ヨーグルト・チーズについて、３回の調査期間全体を通じた加重平均値を表３に示した。これらの
加重平均値は、概略の１人１日あたりの推定摂取量と考えることができる。それぞれの加重平均値は牛
乳が70.3㎖（69.1～72.8㎖）、ヨーグルトが47.9㎖（44.0～52.3㎖）、チーズが4.4g（3.9～5.1g）であった。
中央酪農会議が公表している農林水産省「食料需給表」による牛乳乳製品の消費量の推移では、2004年
の牛乳乳製品（生乳換算）が256.4g、飲用向け（牛乳）が104.2g（牛乳の比重を1.03で換算すると約101
㎖）、乳製品向け（生乳換算）が151.8g、チーズが5.2gなどであった６）。また総務省の家計調査１）による
2002年の牛乳摂取量の全国平均106㎖、2009年の新潟県の概略の平均は112㎖（筆者らの推定値）であっ
た。これら全国の平均消費量と比較すると、牛乳の加重平均値（概略の推定摂取量）はかなり少なかっ
た。しかし１週間に１本以上飲む人の場合は、加重平均値が102.5㎖（99.5～106.2㎖）となり、全国平均
なみの摂取量と考えることができる。またヨーグルトの全国平均摂取量（2009年）は男性36㎖、女性49
㎖であるが、20歳代では男性26㎖、女性35㎖で他の年代よりかなり低い７,８）。学生の加重平均は47.9㎖
で、ほぼ全国平均であったが、20歳代の女性の摂取量の1.4倍となり、同年代の女性と比べればかなり多
く食べていると思われた。チーズの加重平均値4.4gは全国平均5.2gよりわずかに少なかったが、１週間
に１回以上食べる人の加重平均値5.3g（4.9～5.9g）は全国平均なみと考えられた。大室らは女子大学生
の牛乳飲用によって栄養状態が改善し、皮膚角質水分量の低下を抑え、皮脂量の減少効果と皮膚細胞面
積を増加させて新陳代謝を促進する可能性があると報告している９）。また石田によると中高校生で不定
愁訴の多い生徒は、愁訴数の少ない生徒より体脂肪率が高く、鉄摂取量は少ないが、潜在性鉄欠乏性貧

図５　牛乳・ヨーグルト・チーズを１週間に１回以上摂取する人の平均摂取量と標準偏差

0

50

100

８月 11月 １月

牛乳150

200

250
（㎖またはｇ）

チーズ
ヨーグルト



6 荒井　威吉・玉木　民子・海津夕希子

新潟青陵大学短期大学部研究報告　第42号（2012）

血が多い傾向があり、また牛乳摂取量は愁訴数の少ない生徒の方が多い傾向が見られている10）。現代の
健康問題の１つとして青年期には特に食生活の乱れと食事時間が不定期で栄養バランスが悪くなりやす
いと指摘されている。その改善策としては日常の食事に牛乳乳製品を適宜加えて、総合的に栄養バラン
スの良い献立を工夫することが大切になる。

３）摂取している牛乳・ヨーグルト・チーズの種類

　牛乳を１週間に１回以上飲む人が摂取している種類とそれぞれの比率を図６に示した。最も多かった
のは成分無調整牛乳で65～68％であった。次いで低脂肪牛乳が17～25％、濃厚牛乳（加工乳）が５～
７％、成分調整牛乳が約５％であり、乳飲料は３回目の調査（１月）だけであったが約５％であった。
成分無調整牛乳や低脂肪牛乳が良く飲まれていた。近年伸びている成分調整牛乳の生産量は2009年が
45.2万トンで、牛乳全体312万トンの15％弱であるので７,８）、今回の摂取量の比率にも同様の傾向がうか
がえる。ヨーグルトを１週間に１回以上食べる人が摂取している種類とそれぞれの比率を図７に示し
た。最も多かったのはプレーンヨーグルトで65～73％であった。次いでプロバイオティックヨーグルト
9～18％、飲むヨーグルト８～15％、ハード系ヨーグルト3～10％の順であった。チーズを１週間に１回
以上食べる人が摂取している種類とそれぞれの比率を図８に示した。チーズはプロセスチーズが60～
65％で最も多く、次いで輸入ハード系チーズ14～19％であった。その次は、国産軟質チーズ（カマン
ベールチーズ、ブルーチーズなど）の８～12％と国産モッツアレラチーズなどの５～９％でほぼ同じ割
合になり、その他は国産ハード系チーズ（ゴーダチーズ、チェダーチーズなど）と輸入軟質チーズが
２％程度でほぼ同じであった。今回の調査では、輸入ハード系チーズの摂取量にはピザなどと一緒に食
べる量を含んでいるので、家庭で購入して食べる比率よりも高いと予想される。またカマンベールチー
ズなどの軟質チーズは輸入品よりも国産品が好まれていると推定できる。牛乳・ヨーグルト・チーズで
摂取されている種類は多様化しており、種々の製品が受け入れられるようになったと推察される。また
牛乳では低脂肪牛乳、ヨーグルトではプロバイオティックヨーグルトなどの健康に良いと考えられる製
品が受け入れられ、一定の比率で摂取されていることが示された。

表３　牛乳・ヨーグルト・チーズの１人１日あたりの加重平均値（概算の摂取量の推定値）

全体の１人１日の
推定摂取量

１週間に１回以上の摂取者
の１人１日の推定摂取量種類 調査月

８月
11月
１月

３回の平均

72.8 ± 86.1（㎖）
69.1 ± 82.8
69.1 ± 78.8
70.3 ± 82.0

102.0 ± 88.7（㎖）
106.2 ± 84.5
　99.5 ± 79.7
102.5 ± 83.5

牛乳

８月
11月
１月

３回の平均

47.4 ± 52.7（㎖）
52.3 ± 54.3
44.0 ± 54.3
47.9 ± 53.5

65.1 ± 52.5（㎖）
68.2 ± 53.0
69.2 ± 54.5
67.4 ± 52.8

ヨーグルト

８月
11月
１月

３回の平均

5.1 ± 6.0（ｇ）
4.1 ± 3.4
3.9 ± 3.8
4.4 ± 4.9

5.9 ± 6.0（ｇ）
5.0 ± 3.2
4.9 ± 3.7
5.3 ± 4.9

チーズ
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４．要約

　牛乳、ヨーグルト・チーズの摂取量は高校生から急激に減少する傾向にあるので、新潟青陵大学短期
大学部女子大学生（19～20歳）を対象として、１週間あたりの摂取回数と摂取量および摂取する製品の
種類について調べた。
　１週間の調査期間で、牛乳を飲まない人は15～17％で１回未満しか飲まない人は15～20％、ヨーグル
トを食べない人は20～30％で１回未満は４～９％、チーズを食べない人は11～17％で１回未満は２～
４％であった。１週間に１回以上摂取する人の場合は、３回の調査期間で牛乳は4.2～4.6回、ヨーグル
トは3.2～3.3回、チーズは2.4～2.8回であった。１人あたりの１週間に牛乳・ヨーグルト・チーズのいず
れかを摂取した回数は7.4±5.0回となった。摂取回数が１回未満の人には、飲みたくなった時または食
べたくなった時に摂取するだけという食行動が推察される。1週間に１回以上摂取する人の摂取量は、
牛乳162.5～174.2㎖、ヨーグルト138.2～154.1㎖、チーズ13.8～15.3gであった。全国平均は牛乳（2002
年）が106㎖でチーズは5.2g、ヨーグルト（2009年）は男性36㎖、女性49㎖（20歳代の男性26㎖、女性35
㎖）であるが、学生の加重平均値（推定摂取量）は、牛乳70.3㎖、ヨーグルト47.9㎖、チーズ4.4gであ
り、牛乳とチーズは少ないが、ヨーグルトは同年代の摂取量より多かった。
　１週間に１回以上摂取している学生の場合、牛乳の種類は成分無調整牛乳65～68％、低脂肪牛乳17～
25％、濃厚牛乳（加工乳）５～７％、成分調整牛乳が約５％となり、乳飲料は１月だけであったが約

図６　牛乳を１週間に１回以上飲む人が摂取する種類の比率

８月

11月

１月

0％ 20％ 100％

成分無調整牛乳
成分調整牛乳
低脂肪牛乳
濃厚牛乳（加工乳）
乳飲料

40％ 60％ 80％

図７　ヨーグルトを１週間に１回以上食べる人が摂取する種類の比率
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0％ 20％ 100％

プレーンヨーグルト
プロバイオティックヨーグルト
ハード系ヨーグルト
飲むヨーグルト

40％ 60％ 80％

図８　チーズを１週間に１回以上食べる人が摂取する種類の比率
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国産．硬質チーズ
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５％であった。ヨーグルトではプレーンヨーグルト65～73％、プロバイオティックヨーグルト９～
18％、飲むヨーグルト８～15％、ハード系ヨーグルト３～10％であった。チーズではプロセスチーズ60
～65％、輸入ハード系チーズ14～19％、国産軟質チーズ（カマンベールチーズ、ブルーチーズなど）８
～12％と国産モッツアレラチーズなどが５～９％、国産ハード系チーズ（ゴーダチーズ、チェダーチー
ズなど）と輸入軟質チーズが２％程度の順であった。牛乳・ヨーグルト・チーズともに、多様な種類を
摂取し、また健康に良いと考えられる製品が摂取される傾向が見られた。
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